
　2007 年 6 月 30 日（土）、いわき市文化

センター（福島県いわき市）にて、日本摂食・

嚥下リハビリテーション学会及びいわき食介

護研究会主催による「第 6 回 いわき食介護

学会」「平成 19 年度 日本摂食・嚥下リハビ

リテーション学会 公認セミナー」が、午前、

午後を通して同時開催されました。

　両学会を通しての統一タイトルは、「おいおい

しく食べる環境を考える：摂食・嚥下障害者しく食べる環境を考える：摂食・嚥下障害者

の経口摂取への挑戦の経口摂取への挑戦」。摂食・嚥下障害を克

服し、おいしく食べるには、食欲の向上に結おいしく食べるには、食欲の向上に結

びつく食べる環境の適正化が必要びつく食べる環境の適正化が必要になりま

す。今回のセミナーでは、摂食嚥下障害の回

復はもちろん、食べる環境までをも視野に入

れ、多職種が集まり生活全般に渡る様々な発

表がありました。

　第１部：基調講演は、ナーシングホーム気ナーシングホーム気

の里 施設長 田中靖代氏の里 施設長 田中靖代氏（愛知県豊橋市）に

よる「いのち はぐくむ 食」。気の里は、病

院で看護師長を勤めていた田中氏が、退職後

自らの財産、時間、気持ちのすべてを投じて、

開設したナーシングホームです。「病院を退

院してきた患者さんの看護を、地域の中で支

えることができたら…」という思いでスター

トし、人生経験の豊かな多くの先輩たちに育

みをいただきながら、日々大切な時間をきざ

んでいるそうです。

　「人は、できれば他人の世話にはなりたく

ない、自分らしく人生を楽しみ、どこかで人

の役に立っていたいと思っているのではない

か」と、田中氏。こうした気持ちに、体がつ

いていけないとき、この気持ちと行動の気持ちと行動の

ギャップを「生活を整えること＝食行動を整ギャップを「生活を整えること＝食行動を整

えること」によって埋めていくえること」によって埋めていく看護や介護が

できれば、豊かに生きることにつながるので
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はないかと、その実践報告をしてくれました。

　「食行動」は「生活行動」の一つで、「生活

行動」はそれぞれ重複しています。例えば、

話せたり、歌うことができれば、食塊を奥舌

へ移送できます。花を生けることができれば、

箸で食物をつかむことができます。気の里で

は、様々な趣味活動を通して、「開かないは

ず！」「動かないはず！」とされていた口や

体を、楽しみながらリハビリが行えるように

仕向け、本人の持っている力を引き出すエン

パワーメントで効果を高めているそうです。

　実践の前にまず、自分がどのように食べて

いるのか、「摂食・嚥下のメカニズム」をき

ちんと理解することが大切です。

●先行期…食べるかまえかまえをつくる

●準備期…食べ物をまとめるまとめる

●口腔期…まとめた食物を送り込む送り込む

●咽頭期…送り込まれた食物を飲み込む飲み込む

●食道期…飲み込んだ食物を胃まで送り込む胃まで送り込む

　その上で、自分と目の前にいる方の「どこ

が」「どのように」「どういう場合に」違うの

かを探っていきます。

●見て見てわかること…表情、麻痺の状態、摂食

の状態、姿勢など

●聞いて聞いてわかること…内容、声の長さ・質、

言葉の明瞭さなど

●触れたり動かして触れたり動かしてわかること…口腔内の知

覚、舌の動き、嚥下反射など

　日により、時間により、環境により、その

方の状態がいつも同じであるとは限りませ

ん。こうしたリスクも予測しながら、日々の

カルチャーの中にもしっかりエビデンスを持

ち、すべてを「いのち はぐくむ 食」に結び

つけているといいます。

参考図書：『食べるって楽しい！看護介護のため
の摂食嚥下リハビリ』田中靖代編（発行：日本看
護協会出版会）
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　第 2 部：おいしく食べる環境シンポジウ

ムでは、病院建築士の立場から安藤建設（株）

一級建築士の調恒治氏が、建物でも生活でも

原点は崩さず、「ハレ」（食事など）と「ケ」（排「ハレ」（食事など）と「ケ」（排

泄など）の場所が、許される範囲の中で有機泄など）の場所が、許される範囲の中で有機

的につながるよう整理的につながるよう整理していくことを提案。

　個人住宅建築士の立場からは佐藤浩平建築

設計事務所の佐藤浩平氏が、建築の世界では

ユニバーサルデザイン的な考え方は否定され

ているが、世界中に通用するという考えでな

くていいと、内と外との関係をつなげる自然自然

と調和した「半屋外空間の楽しみ」と調和した「半屋外空間の楽しみ」を発表。

　茨城県工業技術センター 先端技術部門長

の児玉弘人氏は、「食文化を背景とした、人

にやさしい笠間焼」に関して、ストレスなく、ストレスなく、

口まで運べる器口まで運べる器作りを目指している陶芸作家

たちを中心とした地域の活動を報告。

　音環境コンサルタントで音環境研究所代表

の齊藤寛氏は、音楽は手軽で、副作用もなく、音楽は手軽で、副作用もなく、

すぐに取り入れられるすぐに取り入れられると、会場に様々な音楽

を流し参加者に実体験させてくれた。原始時

代は木をたたき、唄を歌って病気を治してい

たらしく、特にモーツアルトの曲は自然の音

を多く取り入れているので、リラックス効果

を得るのにおすすめといいます。

　介護食を介して「美味しく楽しい」食生活

支援をしているという管理栄養士の椎野恵子

氏。食が細い人には好きなもの、食べたいも好きなもの、食べたいも

のを優先し、その上で栄養に配慮をのを優先し、その上で栄養に配慮をとアドバ

イスしてくれました。

　いわき食介護研究会 代表の市川文裕氏は

10 年前に「食介護食介護」という造語を提言し、

同じ頃より「食介護論」を唱えていた現、浜

松大学健康プロデュース学部 教授 手嶋登志

子氏と共に、学識者と訪問診療現場との理論

融合により、「食介護論」を確立してきました。

　一生おいしく食べていただくためには、食食

べられない原因を機能面だけではなく、心理べられない原因を機能面だけではなく、心理

的、食習慣、食文化など広い視野に立って、的、食習慣、食文化など広い視野に立って、

食環境を包括的に支援する必要がある食環境を包括的に支援する必要があると考

え、「食介護」という新しい分野で、医学的

立場から医療・福祉・保健の各職種とのネッ

トワークを築き、いわき食介護研究会として

活動してきました。

　第 3 部：食環境を支える地域ネットワー

クでは「食介護」を実践し、地域の食環境を

支えている、千葉県柏市「ごっくんちょ研究

会」、岡山県岡山市「食介護おかやま研究会」、

広島県尾道市因島「食べよう会・食介護を考

える会」、北海道帯広市「食と健康支援ネッ

トワーク」より、それぞれの活動が報告され

ました。

　今後ますます、「食介護」の知識を共有す

る仲間が全国に増え、介護が必要になっても、

どこに住んでいても、生きる喜びである「お

いしく食べること」が、あたりまえになる社

会の実現が期待されます。

参考図書：『訪問歯科診療で活用する食介護の知

識と実践〜食べることは生きること〜』市川文裕

監修（発行：デンタルダイヤモンド社）

いわき食介護研究会の活動に関しては

http://e-taberu.com/　にてご覧いただけます。

『ハナさん』のホームページでも

下記のレポートをご覧いただけます。

福島県いわき市：いわき食介護研究会

愛知県豊橋市：豊橋食介護研究

茨城県：人にやさしいもの・食事・まちづくり

　　


